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 滑川忠夫先生は、1897 年に神戸市で生まれ、1924 年に京都大学理学部地球物理学科を卒業され
た。講師や助教授を経て、1947 年に教授として地球物理学第 3 講座（気象学講座）を担当された。
1960 年に定年退官され、1975 年に心筋梗塞で逝去された。享年 77 歳であった。 












 (A)  気圧微変動:       A-1  気圧波：        滑川忠夫 
A-2  気圧波と高層大気：   山元龍三郎 
A-3  核爆発による大気波動： 山元龍三郎 
 (B) 台風の構造  
B-1 複合系（主副台風論）：B-1-1 主副台風論の提唱:  滑川忠夫、青木滋一 
B-1-2 主台風と副台風：  股野宏志 
B-1-3 温低化した台風：  関岡満 
B-2 標準計画台風：     B-2-1 モデル台風：      滑川忠夫 
B-2-2 標準計画台風：    光田寧 
(C)  微細気象  
C-1 微細気象学の芽生え： 滑川忠夫、高橋達敏 
C-2 接地気層の気候        C-2-1 微細気候の観測：   高須謙一 
C-2-2 地表面での熱交換： 瀬尾琢郎 
C-2-3 渦交換係数の算定： 上田壽 
C-2-4 超音波風速計の開発と渦相関法の確立：光田寧、 
C-2-5  HEIFE: 光田寧 
C-2-6 住居の気候：東修三 
C-2-7 植生を取り巻く微気候：村田茂三  
C-3 海上の微細気象         C-3-1 鹿児島湾海上の微細気候： 高橋淳雄 
C-3-2  AMTEX：光田寧  

































山元龍三郎が潮岬での観測を開始してから 3 年目の 1954 年 3 月に、今まで見かけなかった奇妙




























敏が提案し、観測事実の量的説明に成功した。さらに、滑川先生は 1938 年に、いわゆる Ekman 














滑川忠夫先生の欧文論文の大部分は、1934～1938 年の 5 年間の京都帝国大学理学部紀要に掲載
されている。門下生に対する指導は気象学の広範囲にわたっているので、その全容をここでは示す







して進めるために、1977 年以来、「京都大学気象学合同談話会」が毎年 2 回継続して開催されてき
た。 
滑川先生から筆者が耳にした志田順先生のエピソードを記して、この紹介の幕を閉じることとす
る。1930 年代の志田先生のセミナーで、「気圧波はヘルムホルツ波です」と滑川先生が発言された
ら、志田先生の反応は「君は神様か」という言葉であった。滑川先生が「多くの学者の意見です」
と返答されたら、志田先生はさらに「そんな態度で研究ができるか」と注意されたそうであった。
このエピソードを耳にした門下生の多くは、滑川先生の日頃の辛辣な発言の由来を察知できたと思
った。 
